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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 
慢性閉塞性肺疾患(COPD)患者の身体活動性評価において、6分間歩行試験から得られる新しい指標













関を示した。さらに DDRは、⊿SpO2(6分後の SpO2(%)- 安静時の SpO2(%))および⊿Borg(6分後の Borg 
















Desaturation distance ratio (DDR)がある。これは 6 分間歩行試験中の 1 分毎の SpO2 を引いた値の
総和を 6 分間歩行距離で割った値であり、肺線維症を含む間質性肺炎に適用されたという経緯があ
る。本研究は DDR を COPD に初めて適用した研究であり、DDR の有用性について検討したもので
ある。 
外来通院中の安定期 COPD 患者 41 例を対象とし、全例に対し問診、身体測定、呼吸機能検査、6 分
間歩行試験を施行した。 
その結果、6MWD 及び DDR ともに、%FEV1、FEV1/FVC、%DLCO と有意な相関を認めた。 
6MWD と⊿SpO2 とは相関は認めなかったが(r=0.142, P=0.375)、DDR と⊿SpO2 においては有意な
相関を認めた(r=-0.656, P<0.001)。また、6MWD と⊿Borg とは相関は認めなかったが(r=-0.307, 
P=0.051)、DDR と⊿Borg においては有意な相関を認めた(r=0.486, P=0.001)。 
これらの結果から本研究では、DDR は 6MWD とほぼ同等な肺機能との相関性を見出し、かつ運動中
の酸素化の低下及び自覚症状をも反映していたことから、総じて DDR は日常生活における身体活動
性の評価に有益である可能性を示した。 
以上のことから本研究は、COPD 患者において DDR は呼吸機能のみではなく、運動時の酸素化能や
呼吸困難感などに関連する運動能力を、多面的に評価するための指標として有用であると考えられた。
従って、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
